
（別添）  整理番号 H21－ 1 
 

《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》 
 
事 業 名 県営地すべり防止事業 地区名等 南金沢町地区 

 
【費用対効果の算定内容】 
 
１．費用対効果の算定根拠 
  『林野公共事業における事前評価マニュアル』（平成２０年５月改訂、林野庁森林整備部計画課策定）に基
づき算定。 
  本マニュアルは、山地災害（土石流、山腹崩壊、地すべり）等の防止及び復旧を目的として実施する森林
整備、治山ダム、山腹工、地すべり防止工等の事業整備（総費用Ｃ）によってもたらされる人家、道路等の
資産被害の防止効果を便益（Ｂ）として評価するものである。 

 
２．費用対効果算定式 
  費用対効果については、次式により算定する。 

 
 
 
 

   Ｂ：便益（全ての評価対象便益の合計）     ｔ：年数 
   Ｃ：費用（初期投資＋維持管理費用）      Ｙ：評価期間 
   ｉ：社会的割引率（４％） 
 
３．地すべり防止事業に要する費用 
 
■Ｃ：総費用＝１，３８４百万円 

 
■総費用算出根拠 
 ・地すべり防止施設整備等に要する費用（地すべり防止事業負担額）と維持管理費に要する費用を現在価値

化したものの総和とする。 
  ・総工事費（地すべり防止工事費）＝１，０４６百万円 
  ・現在価値化：社会的割引率（４％）により現在価値化する。 
 
４．地すべり防止事業の効果（便益） 
 
 ■Ｂ：総便益＝３，８７６百万円 
 
 ■総便益算出根拠 

・地すべり防止施設整備によってもたらされる被害総定額（年平均想定被害額）を現在価値化したものの総
和とする。 

・総便益については、次式により算定する。 
 
 
 

   
    Ｄ：山腹崩壊等によって被害を受けた家屋や資材等の被害総定額   Ｔ：整備期間 

  Ｒ：年間山腹崩壊発生率（０．０３７）              Ｙ：評価期間 
・被害想定額  

種       別 数   量 被 害 総 定 額 

直接被害額 

家屋･官公署等施設    ９２ 戸 １，５４９ 百万円 
家  庭  用  品    ９２ 戸 １，３５８ 百万円 
農作物（農地）    ４１．４ ｈａ     ５３ 百万円 
県 道 ・ 町 道 ３，１１０ ｍ   ２４５ 百万円 
直接被害額  計  ３，２０５ 百万円 

間接被害額 
営業停止損失額 家屋･官公署等施設・家庭用品等 

一般資産被害額の６％     １７４ 百万円 

間接被害額  計    １７４ 百万円 
被害総定額 合    計  ３，３７９ 百万円  

  ・年平均想定被害額：３，３７９百万円×０．０３７（年間山腹崩壊発生率）＝１２５百万円 
  ・評価対象期間：整備期間＋耐用年数（５０年） 

・現在価値化：社会的割引率（４％）により現在価値化する。 
  ・総被害想定額＝３，８７６百万円（総便益） 
 
【費用対効果分析の結果】 
 

Ｂ／Ｃ（再々評価時点）＝ ３，８７６ 百万円 ／ １，３８４ 百万円 ＝ ２．８０ 
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アンカー工　L=58.0ｍ，n=29.0本

平成11年度（二次補正）既設
アンカー工

平成10年度（債務）既設
アンカー付法枠工
平成11年度既設
アンカー付法枠工

平成10年度既設
アンカー工

平成9年度既設
アンカー工

平成6年度（債務）既設
アンカー工

平成7年度既設
水路工

平成7年度既設
アンカー工

平成8年度既設
土留工
平成9年度既設
土留工
平成10年度（一次補正）既設
土留工

平成6年度既設
ボーリング暗渠工

平成10年度既設
山腹工

平成8年度（ゼロ国）既設
水路工

平成6年度（債務）既設
鋼製自在枠床固工

平成13年度既設
水路工
L=347.2m
（内付帯工L=83.2m）

平成12年度既設
№1集水井工　H=23.0m
№1集水井内排水ボーリング工　L=89.7m
№1集水井内集水ボーリング工　下段：L=850.0m

平成12年度（補正）既設

№1集水井内集水ボーリング工　上段：L=350.0m

№1集水井内集水ボーリング工　下段：L=100.0m
№1集水井内集水ボーリング工　中段：L=750.0m

平成13年度既設
№1集水井内集水ボーリング工　上段：L=300.0m

平成14年度既設
№1集水井内集水ボーリング工　上段：L=250.0m

平成14年度（ゼロ国債）既設
№2集水井工　H=38.5ｍ
№2集水井内排水ボーリング工　L=76.6m
№2集水井内集水ボーリング工　下段：L=50.0m

平成15年度既設
№2集水井内集水ボーリング工　下段：L=450.0m

№2集水井内集水ボーリング工　下段：L=500.0m

平成15年度（ゼロ国債）既設
№2集水井内集水ボーリング工　中段：L=500.0m

平成16年度既設
水路工
L=230.0m

平成17年度既設
№1集水井内集水ボーリング工　中段：L=725.0m

№2水路工
L=215.16m

平成17年度既設

平成17年度既設
№2集水井立入防止柵　１式

平成18年度既設
№2集水井内集水ボーリング工　中段：L=500.0m

平成18年度既設
ボーリング暗渠工　L=195.0m

平成19年度既設
№2集水井内集水ボーリング工　上段：L=1000.0m

平成19年度既設
ボーリング暗渠工　L=250.0m

No.3集水井工　H=18.5ｍ

No.3集水井内排水ボーリング工　L=78.2m
No.3集水井工井内集水ボーリング工：L=50.0ｍ

昭和50年度既設
No.1集水井工　H=13.0ｍ

平成19年度（ゼロ国債）既設

No.3集水井工井内集水ボーリング工　L=500.0m
平成20年度既設
No.3集水井工井内集水ボーリング工　L=200.0m
平成20年度（ゼロ国債）計画

No.1集水井工井内追加集水ボーリング工　L=100.0m

平成20年度（ゼロ国債）計画

No.1集水井工井内追加集水ボーリング工　L=550.0m
平成21年度計画

排水ボーリング工　L=63.3m

No.4集水井工　H=19.5ｍ
No.4集水井内排水ボーリング工　L=65.2m

平成20年度（ゼロ国債）計画

No.4集水井工井内集水ボーリング工　L=715.0m
平成21年度計画

鯵　ヶ　沢　町

南　金　沢　町No.5集水井工　1.0基
No.5集水井内排水ボーリング工　L=60.0m

平成22年度以降計画

No.5集水井内集水ボーリング工　L=750.0m

平成22年度以降計画
ボーリング暗渠工　L=200.0m
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No.3集水井工

H=13.0m,H'=14.0m

S50既設
No.1集水井工（投影）

井内集水ボーリング工

排水ボーリング工

L=63.3m

No.2ボーリング暗渠工
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1.00
0.40
0.00

南金沢林道

▽初期水位

▽計画水位
泥　　岩

強風化泥岩

風化～弱風化泥岩

H22以降計画

H19(ゼロ国債)既設

H19(ゼロ国債)既設

Fo=1.00

ブロック 安 全 率

安定解析結果
土 質 定 数 計  算  条  件

Fp=1.0502

2

Ⅱ-2

S=1:500

目標安全率
φ'=11.8317°
γ=18.0kN/m

c'=16.00kN/m
Fp=1.15

3

2

▽H20施
工後(H20

.11)

Fp=1.1521計画水位時安全率

▽HWL(H
20.3)

H20(ゼロ国債)計画

H20(ゼロ国債)計画

H19(ゼロ国債)既設

H20既設
L=50.0m×10本=500.0m

L=50.0m×4本=200.0m

Ⅱ－２ブロック
平成１９年度(ゼロ国債)既設
No.3集水井工 1基 L=18.5m
No.3集水井内 排水ボーリング工 L=78.2m
No.3集水井内 集水ボーリング工 L=50.0m×1本=50.0m

Ⅱ－２ブロック
平成２０年度既設
No.3集水井内 集水ボーリング工 L=50.0m×10本=500.0m

Ⅱ－２ブロック
平成２０年度(ゼロ国債)計画
No.3集水井内 集水ボーリング工 L=50.0m×4本=200.0m

Ⅱ－２ブロック
昭和５０年度既設
No.1集水井工 L=13.0m
No.1集水井内 集水･排水ボーリング工

Ⅱ－２ブロック
平成２０年度(ゼロ国債)計画
No.1集水井内 排水ボーリング工 L=63.3m
No.1集水井内 集水ボーリング工 L=50.0m×2本=100.0m

Ⅱ－２ブロック
平成２１年度計画
No.1集水井内 集水ボーリング工 L=50.0m×11本=550.0m

16.00

16.00

14.70

L=50.0m×2本=100.0m
H20(ゼロ国債)計画

H21計画
L=50.0m×11本=550.0m



現場名：南金沢地下水位変動図Ⅱ-2ブロック(3測線）
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BV-19-24 BV-19-25 BV-19-26

日

月

年 H19 H20 H21

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30

対策工 No.2集水井

集水ボーリング工

No.3集水井 No.3集水井

集水ボーリング工

No.3集水ボーリング工

No.2集水ボーリング工

最高水位の
低下2.75m

水位低下1.20m

水位低下3.49m

水位低下3.01m

※水位低下計画値（計画水位）：S=3.8m

対策工事施工後に水位低下が認められた調査孔については，
降雨・融雪による大幅な水位上昇は認められず，対策工事
効果が発現される。

対策工事施工前の平成20年3月（融雪期）に地下水位の上昇が認められる。



南金沢町地区地すべり防止区域全景

既地すべり防止区域(S49.8.31)
A=77.32ha

追加地すべり防止区域(H6.11.4)
A=47.15ha

① 地すべり防止区域及び保全対象全景
A=77.32ha A=47.15ha

南金沢集落 目内崎集落

県道
県道

② 保全対象全景（Ⅱブロック側） ③ 保全対象全景（Ⅰ・Ⅲブロック側）

目内崎集落

既地すべり防止区域(S49.8.31)
A=77.32ha

追加地すべり防止区域(H6.11.4)
A=47.15ha

南金沢集落 目内崎集落



地すべり防止区域直下に位置する保全対象の被災状況

④ 既設土留工の破損状況
（Ⅲ－１ブロック）

⑤ 町道の破損状況
（Ⅲ－１ブロック）

⑥ 町道擁壁の破損状況
（Ⅱ－１ブロック）（Ⅲ－１ブロック） （Ⅲ－１ブロック） （Ⅱ－１ブロック）

平成２年発生集中豪雨による法面崩壊箇所。
↓

集中豪雨災害後、鰺ヶ沢町で崩壊箇所に擁
壁工を実施。

目内崎集落
町道擁壁

町道

⑦ 家屋の破損状況
（Ⅲ－１ブロック）

⑧ 家屋及び町道擁壁の破損状況
（Ⅲ－１ブロック）

⑨ 墓地歩道の破損状況
（Ⅲ－２ブロック）

平成２年発生集中豪雨による法面崩壊箇所。

破損部の拡大写真。

目内崎集落

墓地

平成２年発生集中豪雨による法面崩壊箇所。
↓

集中豪雨災害後、鰺ヶ沢町で崩壊箇所に擁
壁工を実施。

破損部の拡大写真。
擁壁が押し出され、ずれている。

町道

町道 歩道



地すべり防止区域内の荒廃状況
⑩ 地すべりブロック内の滑落崖状況
（Ⅰブロック）

⑪ 地すべりブロック内の滑落崖状況
（Ⅱ－２ブロック）

平成２年発生集中豪雨直後の
滑落崖状況。

旧滑落崖

⑫ 地すべりブロック内の山腹崩壊状況
（Ⅲ－１ブロック）

⑬ 地すべりブロック内の滑落崖状況
（Ⅲ－２ブロック）

⑮ 地すべりブロック内の湿地状況
（Ⅱ－２ブロック）

平成２年発生集中豪雨
による山腹崩壊。

地すべりによりむき出しになった
凝灰岩層が著しく風化している。

BV-18-22調査孔⑭ 地すべりブロック内の渓岸浸食状況
（Ⅱ－１ブロック）

擦痕を伴うすべり粘土
が採取された。

⑯ ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査で採取されたすべり粘土
（Ⅱ－２ブロック）



事 業 実 施 状 況
⑰ 山腹工計画地（対策工実施前）
（Ⅰブロック）

⑱ 山腹工（対策工実施後）
（Ⅰブロック）

平成１０年度既設
山腹工 A=0.13ha

目内崎集落

町道

⑲ アンカー工計画地上部の滑落崖
（Ⅲ－１ブロック）

⑳ アンカー工（土留工タイプ）
（Ⅲ－１ブロック）

21 アンカー工（法枠工タイプ）
（Ⅲ－２ブロック）

目内崎集落
平成２年発生集中豪雨
による滑落崖。

目内崎集落

目内崎集落目内崎集落

平成１０～１１年度既設
アンカー工（法枠工タイプ）N=24.0本

平成１０年度既設
アンカー工（土留工タイプ）L=30.0m

アンカー工（法枠工タイプ）N=24.0本



事 業 実 施 状 況

22 鋼製自在枠床固工
（Ⅰブロック）

23 ボーリング暗渠工
（Ⅱ－２－１ブロック）（Ⅰブロック） （Ⅱ－２－１ブロック）

平成６年度既設
鋼製自在枠床固工

平成１９年度既設
ボーリング工暗渠工 L=250.0m

24 集水井工･集水ボーリング工
（Ⅱ－２ブロック）

25 排水ボーリング工
（Ⅱ－２ブロック）

平成１９(ゼロ国債)～２０年度既設
No.3集水井内 集水ボーリング工 L=550.0m

集水井工内の状況

平成１９年度(ゼロ国債)既設
No.3集水井内
排水ボーリング工 L=78.2m平成２０年度(ゼロ国債)計画

平成１９年度(ゼロ国債)既設
No.3集水井工 L=18.5m

No.3集水井内 集水ボーリング工 L=200.0m

平成１９年度(ゼロ国債)既設
No.3集水井内 排水ボーリング工 L=78.2m

平成１９(ゼロ国債)～２０年度既設
No.3集水井内 集水ボーリング工 L=550.0m
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